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後天性免疫不全症候群 に関す る特定感染症予防指針 (エ イズ予防指針 )

○エイズ発生動向調査の強化

○個別施策層に対する施策の実施

○国際的な発生動向の把握

〇基本的考え方及び取組

○性感染症対策との連携

○その他感染経路対策

○検査 。相談体制の充実

○個別施策層に対する施策の実施

○保健医療相談体制の充実

○総合的な医療提供体制の確保

○人材の育成及び活用

○個別施策層に対する施策の実施

○日常生活を支援するための保健医療サービスと福祉サー ビス

の連携強化

○研 究の充実

○特効薬等 の研 究 開発

○研 究結果 の評 価 及び公 開

○諸外国 との情報 交換 の推進

〇国際的な感染拡 大抑制 への貢献

○国 内施 策 の た め のア ジア諸 国等 ヘ

の協力

○人権の擁護及 び個人情報の保護
○偏見や差別の撤廃への努力
○個人を尊重 した十分な説明と同意に基づ く保健医療
サー ビスの提供
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後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針について

○厚生労働省告示第八十九号

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 (平成十年法律第百十四号)第十一条第一項
の規定に基づき、後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針 (平成十一年厚生省告示第二百十七

号)の全部を次のように改正し、平成十八年四月一日から適用する。
平成十八年二月二日

厚生労働大臣 川崎 二郎
後天性免疫不全症候群や無症状病原体保有の状態 (HIV(ヒ ト免疫不全ウイルス)に感染しているが
、後天性免疫不全症候群を発症していない状態をいう。)は、正しい知識とそれに基づく個人個人の注意
深い行動により、多くの場合、予防することが可能な疾患である。また、近年の医学や医療の進歩により

、感染 しても早期発見及び早期治療によって長期間社会の一員として生活を営むことができるようになつ

てきており、様々な支援体制も整備されつつある。しかしながら、我が国における発生の動向については

、国及び都道府県等 (都道府県、保健所を設置する市及び特別区をいう。以下同じ。)力 H`IV感 染に関
する情報を収集及び分析し、国民や医師等の医療関係者に対して情報を公表している調査 (以下「エイズ

発生動向調査」という。)に よれば、他の多くの先進諸国とは異なり、地域的にも、また、年齢的にも依
然として広がりを見せており、特に、二十代から三十代までの若年層が多くを占めている。また、感染経

路別に見た場合、性的接触がほとんどを占めているが、特に、日本人男性が同性間の性的接触によつて国

内で感染する事例が増加している。こうした状況を踏まえ、今後とも、感染の予防及びまん延の防止を更

に強力に進めていく必要があり、そのためには、国と地方公共団体及び地方公共団体相互の役害1分担を明

確にし、正 しい知識の普及啓発及び教育並びに保健所等における検査・相談 (カ ウンセリング)体制の充
実を中心に、連携して重点的かつ計画的に取 り組むことが最も重要であるとともに、国、地方公共団体、

医療関係者、患者団体を含むチF営利組織又は非政府組織 (以下「NGO等 」という。)、 海外の国際機関
等との連携を強化していくことが重要である。

また、我が国の既存の施策は全般的なものであつたため、特定の集団に対する感染の拡大の抑制に必ず

しも結び付いてこなかった。こうした現状を踏まえ、国及び都道府県等は、個別施策層 (感染の可能性が

疫学的に懸念されながらも、感染に関する正しい知識の入手が困難であったり、偏見や差別が存在してい

る社会的背景等から、適切な保健医療サービスを受けていないと考えられるために施策の実施において特

別な配慮を必要とする人々をいう。以下同じ。)に対 して、人権や社会的背景に最大限配慮したきめ細か
く効果的な施策を追加的に実施することが重要である。個別施策層としては、現在の情報にかんがみれば

、性に関する意思決定や行動選択に係る能力の形成過程にある青少年、言語的障壁や文化的障壁のある外

国人及び性的指向の側面で配慮の必要な同性愛者が挙げられる。また、HIVは 、性的接触を介して感染
することから、性風俗産業の従事者及び利用者も個別施策層として対応する必要がある。なお、具体的な

個別施策層については、状況の変化に応じて適切な見直しがなされるべきである。

さらに、施策の実施に当たっては、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 (以下「

法」という。)の理念である感染症の予防と医療の提供を車の両輪のごとく位置付けるとともに、患者等
(患者及び無症状病原体保有者 (HIV感染者)をいう。以下同じ。)の人権を尊重し、偏見や差別を解
消していくことが大切であるという考えを常に念頭に置きつつ、関係者が協力していくことが必要である

本指針は、このような認識の下に、後天性免疫不全症候群に応じた予防の総合的な推進を図るため、国

、地方公共団体、医療関係者及びNGO等 が連携して取り組んでいくべき課題について、正しい知識の普
及啓発及び教育並びに保健所等における検査・相談体制の充実等による発生の予防及びまん延の防止、患

者等に対する人権を尊重した良質かつ適切な医療の提供等の観点から新たな取組の方向性を示すことを目

的とする。

なお、本指針については、少なくとも五年ごとに再検討を加え、必要があると認めるときは、これを変

更していくものである。

一  原 因 の
一 エイズ発生動向調査の強化
エイズ発生動向調査は、感染の予防及び良質かつ適切な医療の提供のための施策の推進に当たり

、最も基本的な事項である。このため、国及び都道府県等は、患者等の人権及び個人の情報保護に

配慮 した上で、法に基づくエイズ発生動向調査の分析を引き続き強化するとともに、患者等への説



明と同意の上で行われる、病状に変化を生じた事項に関する報告である任意報告による情報の分析

も引き続き強化すべきである。

また、都道府県等は、正しい知識の普及啓発等の施策を主体的かつ計画的に実施するため、患者

等の人権及び個人情報の保護に配慮した上で、地域における発生動向を正確に把握することが重要

である。

個別施策層に対する施策の実施

国は、個別施策層に対しては、人権及び個人情報の保護に配慮した上で、追加的に言語、文化、

知識、心理、態度、行動、感染率、社会的背景等を含めた疫学的調査研究及び社会科学的調査研究

を、当事者の理解と協力を得て行 うことが必要である。さらに、これらの調査研究の結果について

は、公開等を行つていくとともに、迅速に国の施策に反映させることが重要である。

また、都道府県等においても、地域の実情に応じて、個別施策層に対し、人権及び個人情報の保

護に配慮した上で、追加的に調査研究を実施することが望ましい。

国際的な発生動向の把握

国際交流が活発化し、多くの日本人が海外に長期又は短期間滞在 しているとともに、日本国内に

多くの外国人が居住するようになつた状況にかんがみ、海外における発生動向も把握し、我が国ヘ

の影響を事前に推定することが重要である。

二 発生の予防及びまん延の防
基本的考え方及び取組

1 後天性免疫不全症候群は、性感染症と同様に、個人個人の注意深い行動により、その予防が可
能な疾患であり、国及び都道府県等は、現在における最大の感染経路が性的接触であることを踏

まえ、①正しい知識の普及啓発及び②保健所等における検査・相談体制の充実を中心とした予防

対策を、重点的かつ計画的に進めていくことが重要である。また、保健所をこれらの対策の中核

として位置付けるとともに、所管地域における発生動向を正確に把握できるようその機能を強化

することが重要である。

2 普及啓発においては特に、科学的根拠に基づく正 しい知識に加え、保健所等における検査 。相
談の利用に係る情報、医療機関を受診する上で必要な情報等を周知することが重要である。

また、普及啓発は、近年の発生動向を踏まえ、対象者の実情に応じて正確な情報と知識を、分

かりやすい内容と効果的な媒体により提供することを通じて、個人個人の行動がHIVに 感染す
る危険性の低い又は無いものに変化すること (以下「行動変容」という。)を促すことを意図し
て行われる必要がある。

3 検査 。相談体制の充実については、感染者が早期に検査を受診 し、適切な相談及び医療機関ヘ
の紹介を受けることは、感染症の予防及びまん延の防止のみならず、感染者個々人の発症又は重

症化を防止する観点から極めて重要である。

4 このため、国及び都道府県等は、保健所等における検査 。相談体制の充実を基本とし、検査 。

相談の機会を、個人個人に対して行動変容を促す機会と位置付け、利用者の立場に立った取組を

講じていくことが重要である。

性感染症対策との連携
り

現状では、最大の感染経路が性的接触であること、性感染症の罹患とHIV感 染の関係が深いこ
と等から、予防及び医療の両面において、性感染症対策とHIV感 染対策との連携を図ることが重
要である。したがつて、性感染症に関する特定感染症予防指針 (平成十二年厚生省告示第十五号)

に基づき行われる施策とHIV感 染対策とを連携して、対策を進めていくことが必要である。具体
的には、性感染症の感染予防対策として、コン ドームの適切な使用を含めた性感染症の予防のため

の正しい知識の普及啓発等が挙げられる。

その他の感染経路対策

静注薬物の使用、輸血、母子感染、医療現場における事故による偶発的な感染といった性的接触

以外の感染経路については、厚生労働省は、引き続き、関係機関 (保健所等に加え、国立国際医療

センターエイズ治療 。研究開発センター (以下 「ACC」 という。)、 エイズ治療拠点病院等)と
連携し、予防措置を強化することが重要である。

検査・相談体制の充実

1 国及び都道府県等は、基本的な考え方を踏まえ、保健所における無料の匿名による検査・相談
体制の充実を重点的かつ計画的に進めていくことが重要である。



2 具体的には、都道府県等は、個人情報の保護に配慮しつつ、地域の実情に応 じて、利便性の高
い場所と時間帯に配慮した検査や迅速検査を実施するとともに、検査 。相談を受けられる場所と

時間帯等の周知を行 うなど、利用の機会の拡大に努めることが重要である。

また、国は、都道府県等の取組を支援するため、検査 。相談の実施方法に係る指針や手引き等

(以下 「指針等」という。)を作成等するとともに、各種イベン ト等集客が多く見込まれる機会

を利用すること等により、検査・相談の利用に係る情報の周知を図ることが重要である。

3 また、検査受診者のうち希望する者に対しては、検査の前に相談の機会を設け、2、要かつ十分
な情報に基づく意思決定の上で検査が行われることが必要である。

さらに、検査の結果、陽性であつた者には、適切な相談及び医療機関への紹介による早期治療
。発症予防の機会を提供することが極めて重要である。一方、陰性であつた者についても、行動

変容を促す機会として積極的に対応することが望ましい。

個別施策層に対する施策の実施

国及び都道府県等は、引き続き、個別施策層 (特に、青少年及び同性愛者)に対して、人権や社

会的背景に最大限配慮したきめ細かく効果的な施策を追加的に実施することが重要である。

特に、都道府県等は、患者等や個別施策層に属する者に対しては、対象者の実情に応 じて、検査
。相談の利用の機会に関する情報提供に努めるなど検査を受けやすくするための特段の配慮が重要

である。また、心理的背景や社会的背景にも十分に配慮した相談が必要であり、専門の研修を受け

た者によるもののみならず、ピア・カウンセリング (患者等や個別施策層の当事者による相互相談

をいう。以下同じ。)を活用することが有効である。
保健医療相談体市1の充実

国及び都道府県等は、HIV感 染の予防や医療の提供に関する相談窓口を維持するとともに、性
感染症に関する相談、妊娠時の相談といった様々な保健医療相談サービスとの連携を強化する必要

がある。特に、個別の施策が必要である地域においては、相談窓口を増設することが必要である。

また、相談の質的な向上等を図るため、必要に応じて、その地域の患者等やNGO等 との連携を検
討すべきである。

三 医療の提
一 総合的な医療提供体卸1の確保
1 国及び都道府県は、患者等に対する医療及び施策が更に充実するよう、国のHIV治 療の中核
的医療機関であるACC、 地方ブロック拠点病院及びエイズ治療拠点病院の機能を引き続き強化
するとともに、新たに中核拠点病院制度を創設し、エイズ治療拠点病院の中から都道府県ごとに

原則として一か所指定し、中核拠点病院を中心に、都道府県内における総合的な医療提供体制の

構築を重点的かつ計画的に進めることが重要である。

具体的には、ACCの 支援を原則として受ける地方ブロック拠点病院が中核拠点病院を、中核
拠点病院がエイズ治療拠点病院を支援するという、各種拠点病院の役害1を明確にし、中核拠点病

院等を中心に、地域における医療水準の向上及びその地域格差の是正を図るとともに、一般の医

療機関においても診療機能に応じた良質かつ適切な医療が受けられるような基盤作りが重要であ

る。

2 また、高度化したHIV治 療を支えるためには、専門医等の医療従事者が連携して診療に携わ
ることが重要であり、国は、外来診療におけるチーム医療、ケアの在り方についての指針等を作

成し、良質かつ適切な医療の確保を図ることが重要である。

また、都道府県等は、患者等に対する歯科診療の確保について、地域の実情に応 じて、各種拠

点病院と診療に協力する歯科診療所との連携を進めることが重要である。さらに、今後は、専門

的医療と地元地域での保健医療サービス及び福祉サービスとの連携等が必要であり、これらの「

各種保健医療サービス及び福祉サービスとの連携を確保するための機能」 (コ ーディネーション

)を強化 していくべきである。
3 +分 な説明と同意に基づく医療の推進
治療効果を高めるとともに、感染の拡大を抑制するためには、医療従事者は患者等に対し、十

分な説明を行い、理解を得るよう努めることが不可欠である。具体的には、医療従事者は医療を

提供するに当たり、適切な療養指導を含む十分な説明を行い、患者等の理解が得られるよう継続

的に努めることが重要である。説明の際には、患者等の理解を助けるため、分かりやすい説明資
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料を用意すること等が望ましい。また、患者等が主治医以外の医師の意見を聞き、自らの意思決

定に役立てることも評価 される。

主要な合併症及び併発症への対応の強化
しゅよう

HIV治 療そのものの進展に伴い、結核、悪性 腫瘍 等の合併症や肝炎等の併発症を有する患
者への治療も重要であることから、国は、引き続きこれらの治療に関する研究を行い、その成果

の公開等を行つていくことが重要である。

情報ネットワークの整備

患者等や医療関係者が、治療方法や主要な合併症及び併発症の早期発見方法等の情報を容易に

入手できるように、インターネットやファクシミリにより医療情報を提供できる体制を整備する

ことが重要である。また、診療機関の医療水準を向上させるために、個人情報の保護に万全を期

した上で、HIV診 療支援ネットワークシステム (A― net)等 の情報網の普及や患者等本人
の同意を前提として行われる診療の相互支援の促進を図ることが重要である。さらに、医療機関

や医療従事者が相互に交流することは、医療機関、診療科、職種等を超えた連携を図り、ひいて

は、患者等の医療上の必要性を的確に把握すること等につながり有効であるため、これらの活動

を推進することが望ましい。

在宅療養支援体制の整備

患者等の療養期間が長期化したことや患者等の主体的な療養環境の選択を尊重するため、在宅

の患者等を積極的に支える体制を整備 していくことが重要である。このため、国及び地方公共団

体は、具体的な症例に照らしつつ、患者等の在宅サービスの向上に配慮していくよう努めること

が重要である。

治療薬剤の円滑な供給確保

国は、患者等が安心して医療を受けることができるよう、治療薬剤の円滑な供給を確保するこ

とが重要である。そのため、国内において薬事法 (昭和三十五年法律第百四十五号)で承認され
ているがHIV感 染又はその随伴症状に対する効能又は効果が認められていない薬斉1の 中で効果
が期待される薬剤の医療上必要な適応拡大を行 うとともに、海外で承認された治療薬剤がいち早

く国内においても使用できるようにする等の措置を講じ、海外との格差を是正していくことが重

要である。

人材の育成及び活用

良質かつ適切な医療の提供のためには、HIVに 関する教育及び研修を受けた人材が、効率的に
活用されることが重要であるとともに、人材の育成による治療水準の向上も重要であり、国及び都

道府県は、引き続き、医療従事者に対する研修を実施するとともに、中核拠点病院のエイズ治療の

質の向上を図るため、地方ブロック拠点病院等による出張研修等により支援することが重要である

個別施策層に対する施策の実施

個別施策層に対して良質かつ適切な医療を提供するためには、その特性を踏まえた対応が必要で

あり、医療関係者への研修、対応手引書の作成等の機会に個別的な対応を考えていくこと等が重要

である。

例えば、個別施策層が良質かつ適切な医療を受けられることは、感染の拡大の抑制にも重要であ

る。このため、都道府県は、地域の実情に応じて、各種拠点病院等において検査やHIV治 療に関
する相談 (情報提供を含む。)の機会の増加を図るべきであり、特に外国人に対する医療への対応
にあたっては通訳等の確保による多言語での対応の充実等が必要である。

日常生活を支援するための保健医療サービスと福祉サービスの連携強化

患者等の療養期間の長期化に伴い、障害を持ちながら生活する者が多くなったことにかんがみ、

保健医療サービスと障害者施策等の福祉サービスとの連携を強化することが重要である。具体的に

は、専門知識に基づく医療社会福祉相談 (医療ソーシャルワーク)等のほか、ピア・カウンセリン
グを積極的に活用することが重要である。また、患者及びその家族等の日常生活を支援するという

観点から、その地域のNGO等 との連携体制、社会資源の活用等についての情報を周知する必要が
ある。

一 研究の充実
患者等への良質かつ適切な医療の提供等を充実 していくためには、国及び都道府県等において、

の



研究結果が感染の拡大の抑制やより良質かつ適切な医療の提供につながるような研究を行 つていく
べきである。特に、各種治療指針等の作成等のための研究は、国において優先的に考慮されるべき

であり、当該研究を行 う際には、感染症の医学的側面や 自然科学的側面のみならず、社会的側面や

政策的側面にも配慮することが望ましい。

特効薬等の研究開発

国は、特効薬、ワクチン、診断法及び検査法の開発に向けた研究を強化するとともに、研究目標

については戦略的に設定することが重要である。 この場合、研究の科学的基盤を充実させ ることが

前提であり、そのためにも、関係各方面の若手研究者の参入を促す ことが重要である。

研究結果の評価及び公開

国は、研究の充実を図るため、研究の結果を的確に評価するとともに、各種指針等を含む調査研

究の結果については、研究の性質に応 じ、公開等を行つていくことが重要である。

五 国際的な連
諸外国との情報交換の推進

政府間、研究者間及びNGO等 間の情報交換の機会を拡大 し、感染の予防、治療法の開発、患者
等の置かれた社会的状況等に関する国際的な情報交流を推進 し、我が国のHIV対 策にいかしてい
くことが重要である。

国際的な感染拡大の抑制への貢献

国は、国連合同エイズ計画 (UNAIDS)へ の支援、我が国独 自の二国間保健医療協力分野に

おける取組の強化等の国際貢献を推進すべきである。

国内施策のためのアジア諸国等への協力

厚生労働省は、有効な国内施策を講ずるためにも、諸外国における情報を、外務省等 と連携 しつ

つ収集するとともに、諸外国における感染の拡大の抑制や患者等に対する適切な医療の提供が重要

であることから、我が国と人的交流が盛んなアジア諸国等に対 し積極的な国際協力を進める上で、

外務省等との連携が重要である。

六 人権の尊
人権の擁護及び個人情報の保護

保健所、医療機関、医療保険事務担当部門、障害者施策担当部門等においては、人権の尊重及び

個人情報の保護を徹底することが重要であり、所要の研修を実施すべきである。また、人権や個人

情報の侵害に対する相談方法や相談窓口に関する情報を提供することも必要である。なお、相談に

当たつては、専用の相談室を整備する等の個人情報を保護する措置が必要である。さらに、報道機

関には、患者等の人権擁護や個人情報保護の観点に立った報道姿勢が期待される。

偏見や差別の撤廃への努力

患者等の就学や就労を始めとする社会参加を促進することは、患者等の個人の人権の尊重及び福

利の向上だけでなく、社会全体の感染に関する正しい知識や患者等に対する理解を深めることにな

る。また、個人や社会全体において、知識や理解が深まることは、個人個人の行動に変化をもたら

し、感染の予防及びまん延の防止に寄与することにもつながる。このため、厚生労働省は、文部科

学省、法務省等の関連省庁や地方公共団体とともに、「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律

」 (平成十二年法律第百四十七号)第七条に基づく人権教育・啓発に関する基本計画を踏まえた人
権教育 。啓発事業と連携し、患者等や個別施策層に対する偏見や差別の撤廃のための正しい知識の

普及啓発を行 うとともに、偏見や差別の撤廃に向けての具体的資料を作成することが重要である。

特に、学校や職場における偏見や差別の発生を未然に防止するためには、学校や企業に対 して、事

例研究や相談窓口等に関する情報を提供することが必要である。

個人を尊重した十分な説明と同意に基づく保健医療サービスの提供

HIV感 染の特性にかんがみ、検査、診療、相談、調査等の保健医療サービスのすべてにおいて
、利用者及び患者等に説明と同意に基づく保健医療サービスが提供されることが重要であり、その

ためにも、希望する者に対しては容易に相談の機会が得られるようにしていくことが重要である。

七 普及啓発及び
一 基本的考え方及び取組
1 普及啓発及び教育については、近年の発生動向等を踏まえた上で、個人個人の行動変容を促す
ことが必要であり、感染の危険性にさらされている者のみならず、それらを取り巻く家庭、地域

、学校及び職場等へ向けた普及啓発及び教育についても取り組み、行動変容を起こしやすくする
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ような環境を醸成していくことが必要である。

2 また、普及啓発及び教育を行 う方法については、国民一般を対象にHIV・ エイズに係る情報
や正しい知識を提供するものと、個別施策層等の対象となる層を設定し行動変容を促すものとが

あり、後者については、対象者の年齢、行動段階等の実情に応じた内容とする必要があることか

ら、住民に身近な地方公共団体が中心となつて進めていくことが重要である。

3 国及び地方公共団体は、感染の危険性にさらされている者のみならず、我が国に在住するすべ
ての人々に対して、感染に関する正しい知識を普及できるように、学校教育及び社会教育との連

携を強化して、対象者に応じた効果的な教育資材を開発する等により、具体的な普及啓発活動を

行 うことが重要である。また、患者等やNGO等 が実施する性行動等における感染予防のための
普及啓発事業が円滑に行われるように支援することが重要である。

二 患者等及び個別施策層に対する普及啓発の強化
国及び地方公共団体は、患者等及び個別施策層に対する普及啓発及び教育を行 うに当たつては、

感染の機会にさらされる可能性を低減させるために、各個別施策層の社会的背景に即した具体的な

情報提供を積極的に行 う必要がある。このため、個別施策層に適した普及啓発用資材等を患者等と

NGO等 の共同で開発し、普及啓発事業を支援することが必要である。特に、地方公共団体は、地
方の実情に応 じた効果的な普及啓発事業の定着を図るとともに、教育委員会、医療関係者、企業、

NGO等 との連携を可能とする職員等の育成についても取り組むことが重要である。
三 医療従事者等に対する教育
研修会等により、広く医療従事者等に対して、最新の医学や医療の教育のみならず、患者等の心

理や社会的状況を理解するための教育、患者等の個人情報の保護を含む情報管理に関する教育等を

行つていくことが重要である。

四 関係機関との連携の強化
厚生労働省は、具体的な普及啓発事業を展開していく上で、文部科学省及び法務省と連携して、

教育及び啓発体制を確立することが重要である。また、報道機関等を通じた積極的な広報活動を推

進するとともに、保健所等の窓口に外国語で説明した冊子を備えておく等の取組を行い、旅行者や

外国人への情報提供を充実させることが重要である。

八 施策の評価及び関係機関との新たな連
一 施策の評価
厚生労働省は、関係省庁間連絡会議の場等を活用し、関係省庁及び地方公共団体が講じている施

策の実施状況等について定期的に報告、調整等を行うこと等により、総合的なエイズ対策を実施す

るべく、関係省庁の連携をよリー層進める必要がある。

また、都道府県等は、感染症予防計画等の策定又は見直しを行う際には、重点的かつ計画的に進

めるべき①正 しい知識の普及啓発、②保健所等における検査・相談体制の充実及び③医療提供体制

の確保等に関し、地域の実情に応じて施策の目標等を設定し、実施状況等を評価することが重要で

ある。施策の目標等の設定に当たつては、基本的には(定量的な指標に基づくことが望まれるとこ
ろであるが、地域の実情及び施策の性質等に応じて、定性的な目標を設定することも考えられる。

なお、国は、国や都道府県等が実施する施策の実施状況等をモニタリングし、進捗状況を定期的

に情報提供 し、必要な検討を行 うとともに、感染者・患者の数が全国水準より高いなどの地域に対

しては、所要の技術的助言等を行 うことが求められる。また、患者等、医療関係者、NGO等 の関
係者と定期的に意見を交換すべきである。

二 NGO等 との連携
個別施策層を対象とする各種施策を実施する際には、NGO等 と連携することが効果的である。
また、NGO等 の情報を、地方公共団体に提供できる体制を整備することが望まれる。



参考資本斗2

エイズ施策評価について



○ 平成18年 4月 1日 に改正施行したエイズ予防指針第八の一 (施策の評価)において、「国は、国や
都道府県等が実施する施策の実施状況等をモニタリングし、進捗状況を定期的に情報提供し、必要な

検討を行う」こととしている。

○ 新たなエイズ予防指針に基づく施策評価を行うため、平成18年度に厚生労働省健康局長の私的検討
会として「エイズ施策評価検討会」を設置。平成18・ 19年度における①国の施策の実施状況の報告、
‐
②地方公共団体の施策に対するモニタリング、③研究の視点からのモニタリングを中心に議論.

※委員は、エイズ対策に精通した学識等を有する者15名以内で構成 (任期2年 )
○ エイズ施策評価検討会では、地方公共団体が実施する施策の実施状況を定量的に把握するための評
価項目として、「モニタリング項目表」を策定するとともに、特に「HIV検査件数」と「新規エイ
ズ患者報告割合」の相関に関する分析を実施。
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国:一般的な普及啓発
①エイズ予防情報ネット

CM(AC)による普及啓発
世界エイズデーの実施

②自治体向けエイズ対策マニュ

アル(6冊 )の作成

①HIV/エイズに係る基本的な情報・

正しい知識の提供

②普及啓発手法の開発、普及啓発

手法マニュアル作成

地方 :個別施策層に対する普及啓発 ①rrSHプロジェクト
②MSMコミュニティセンター
事業

①青少年エイズ対策事業
②同性愛者等予防啓発事業

国 :検査相談に関する情報提供
①検査普及週間
②各自治体における検査体制
③PCR研修会
相談員養成研修

①HIV検査普及週間の創設
②情報提供体制の再構築
③検査手法の開発、検査相談手法
マニュアル作成

地方 :検査口相談体制の充実強化 ①検査普及週間
②検査計画策定状況①利便性の高い検査体制の構築

②年間検査計画の策定と検査相談
の実施

①外来チームマニュアル

ウイルス疾患管理料加算

②病診連携モデル事業

①外来チーム医療の定着

②病診連携のあり方の検討
→エイズ医療提供病診連携
モデル事業の創設

地方 :総合的な診療体制の確保 ①②中核拠点病院の選定
①中核拠点病院の整備
②連絡協議会の設置等による
各病院間の連携支援

[1節節    替繁 :]
① NGO等との連携強化

関係省庁間連絡会議による総合的な
エイズ対策の推進

重点的に連絡調整すべき都道府県等

との連携



医療提供体制の再構築 検査相談体制の充実

「HⅣ感染症の動向と影 ]:「国内外のHIV感染症の
1菫習謂 者 :演口元洋

:「 HIV感染症の医療体制

1の整備に関する研究」
:

:【 H18～ 20】

:主任研究者 :今井光信

i「 HⅣ検査相談機会の拡

:大と質的充実に関する

:研究」

:主任研究者 :加藤真吾

|「 HIV検査相談体制の充

1実と活用に関する研究」グに関する研究」
響及び政策のモニタリン|:流行動向及びリスク関連

研究か



地方公共団体 (都道府県及び政令指定都市)に対するモニタリング項目の設定について



施策の実施状況に関するモニタリング項目表(平成 年度)

※2自治体の網●Iけは■点nSに■■8n整すべき||■府県■
平成18年 :月―平成21年6月 ¨ま城県、増

=県
、千菫県、東京●.神奈j‖県.山栞県、長野県.■知県、大阪府.沖縄啜、さいたま市.千葉市、横浜市.川●市、名古こ市、大阪市

平成21年 7月～……̈   ̈ |1玉 県.千葉県.東京椰、神奈川県.彙知県、大瞑膚.兵庫県.沖綱県、さいたま市、千豪市、横浜市、川崎市、名古屋市、大崚市、堺市、神戸市



参考資料 3

地方公共団体に対する

モニタリング関係資料

(平成 18・ 19年度分)



施策の実施状況に関するモニタリング項目表(平成18年度)

※1 各都道膚県とも政令,日定都市、中槙市、側鳳所取,市 .

※2自治体の網掛けは■点的に■綺口壺すべきll道府県キ



施策の実施状況に関するモニタリング項目表 (平成19年度)
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査件数 4,209件

HIV/エイス
゛
  26/22

人口 2,o48千人 30%

件数 2,269件 16%

HIV/エイス
'  21/10

人口  12,571千人
人口 1,380千人 1

査件数 598件 4%
HIV/エイス
・  354/99

HIV/エイス
・  5/3

新規患者割合 50.0%
新規患者割合 32.3% 新規患者割合 37.5%規患者割合 45.8%

神奈りIl県
人口 8,791千 人 70%

検査件数 9,620{牛 41%

HIV/エイス
・  53/25

人口 6,056こFノ  `48%

検査件数 4,623件 20%

HIV/エイス
・  29/21

人口及び検査件数

の%は大阪府との 人口 8,817千 人 人口 1,421千人16%

検査件数  14,044件

HIV/エイス
'  128/24

HIV/エイス'  6/7

新規患者割合 28.4% 新規患者割合 42.0%

者割合 15.7% 新規患者割合 53.8%

買ミ理し

人口及び検査件数
の%は東京都との比較



拗 罵言富写姜7χ雪綿ギ
ズ

全国では400/1,048で 27.6%(速報値)

●

人口 2,107千 人

検査件数 814件 7%

HIV/エイス
゛
 14/4人口及び検査件数

の%は愛知県との比較

HIV/エイス
・  10/8

人口 1,867千人 26% 人口  3,792千人口  7,254千人

3,8214牛 34%検査件数 11

HIV/エイス
・ 21/14

新規患者割合 44.4% 新規患者割合 31.5%

人口 2,975千人 24%

検査件数 2,714

HIV/エイス
'  11/7

人口 5,590千 人 63%

件数 5,631件 32%

HIV/エイス
・  26/12

査件数 3,373件 19%

HiV/エイス
'  16/9

人口 2,648千 人 30%
人口 12,571千人

人口 1,380千人
検査件数  28,965件

検査件数 797件 5%
HIV/エイス
・  407/84

HIV/エイス
・  8/1

新規患者割合 38.9%

新規患者割合 360% 新規患者割合 11.1%規患者割合 31.6%

神奈りIl県
人口 8,791千 人 70%

検査件数 11,768件 41%

HIV/エイス
・  57/35

人口 6,056千 人 48%

検査件数 6,369件 20%

HlV/エイス
・  34/21

人口及び検査件数

%は大阪府との比 人口 1,421千人人口 8,817千 人

検査件数  17,609件 検査件数 1,125件 6%

HIV/エイス
・  7/3HIV/エイス

・  138/38
新規患者割合 38.2%

患者割合 21.6%

蜜罵理じ

人口及び検査件数
の%は東京都との比較



０
　
　
．

人 口    5,628fA

検査件数 3.619件 (2,599件 )

HiV/エイス
゛
15/8(17/11)

新規 患者割合 34.80/o(39.30/o)

注 :

検査件数 :平成19年HIV抗体検壼件数
HIVノエイズ:平成19年新規報告数(速報値)
人口:平成17年国勢調査
()は平成18年

t   l

〉(1

旭川市、函館市、
小樽市、北海道
(保健所設置市
以外)
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平成 18と 平成 19のエイズ相談及びHIV抗体検査実施状況の比較

巨
|∞

(単位 :件 )

区 分

一般相談 HIV抗体検査

北海道 (総言 ) 札幌市 (再掲) 札幌市の割合 (%) ヒ海道 (総言) 札幌市 (再掲) 札幌市 害疇舒(%)

平成 18年 平成 19年 19/18 平成 18書 平成 19年 19/18 平成18年 平成19年 平成18年 平成19年 19/18 平成18年 平成19年 19/18 平成 18年 平成 19年

第

１

・
四
半
期

1月 276 ０
４ 101.4 55.8 62.3 34.3 224 212 94.6 И

ヽ 101 69.7 64.7 47.6

2月 238 298 125,2 94 117.0 39.5 36.9 149 252 169。 1 67 137 204.5 45,O i   54.4

3月 274 268 97.8 100 86 1   86.0 36.5 32.1 ク
ｆ 216 123.4 117 137.6 48.6 54.2

ノlヽ  言十 788 846 107.4 366 292 79.8 46.4 34.5 548 680 124.1 297 355 119.5 54.2 52.2

第

２

・
四
半
期

4月 240 112,9 38 36.9 42.9 14.0 246 134.4 120 108.1 60。 7 48.8

5月 240 266 110,8 92 35。 9 38.3 12.4 204 175,9 95 150.8 54.3 46.6

6月 201 265 131.8 77 27 35.1 38.3 10。 2 437 145.2 109 249 228.4 36.2 57.0

′lヽ  副 681 802 117.8 272 98 36.0 39。 9 12.2 600 887 147,8 283 464 164.0 47.2 52,3

第

３

，
四
半
期

7月 225 225 100.0 101 17 16.8 44.9 7.6 176 292 165.9 101 161 159.4 57.4 55.コ

8月 227 209 92.1 74 48.6 32.6 17.2 184 227 123.4 93 126 135.5 50.5 55.5

9月 241 218 90.5 102 33 32.4 42.3 15.1 272 257 94.5 162 80.9 59.6 51.0

ノト 計 693 652 94.1 277 86 31.0 40,0 13.2 632 776 122.8 356 418 117.4 56.3 53.9

第

４

ｏ
四
半
期

10月 250 291 116.4 98 35,7 39,2 12.0 186 281 151.1 101 113 111.9 54.3 40.2

11月 259 299 115.4 47:4 30,1 12,4 265
０
０ 144.5 α

υ
●
ι 152.1 62.3 65.5

12月 330 485 147.0 42 35.6 35,8 368 612 166.3 162 358 221.0

“

.0 58.5

月ヽ 訓 839 1,075 128.1 294 114 38.8 35.0 10,6 819 1,276 155.8 428 722 168.7 52.3 56.6

ヘ
口 討 3,001 3,375 112.5 1,209 590 1  48.8 40.3 17.5 2,599 3,619 139。 2 1,364 1,959 143.6 52.5 54.1

平成18年
相談
3,001

検査
2,559

平成19年 3,375 3,619



/ ＼

蜃 さいたま市 文
/ ＼

人口   1,176千 人

検査件数  847件 (733件 )

‐HIV/ェィス
゛
 5/2(1/2)

―重

人 口   5,878千 人

検査件数 4=464件 (2,937件 )

HIV/エイス
゛
20/8(16/14)

新規患者割合 28.60/c(46.7%)

/

新規患者割合 28_6%(66_7%)

一一
．・」ヨ

,ヨE:

検査件数 :平成19年HⅣ抗体検査件数
HIVノエイズ:平成19年新規報告数 (速報値)
人口:平成17年国勢調査
)は平成18年



埼玉県口さいたま市の検査相談体制

平成19年度

体制
埼玉県    15保 健所等

(内訳 通常(14)、 休日(3)、 夜間(9)、 即日(5))
うちさいたま市  1保健所等

(内訳 通常(1)、 夜間(1))
内容  :
・通常検査(14)月 1～ 2回程度 1時間程度
・休日検査(3)月 1回程度  1時 間程度
・夜間検査(9)月 2回程度  1時間程度

平成20年度

体制
埼玉県    15保 健所等           :

(内訳 通常(14)、 休日(4)、 夜間(9)、 即日(3))
うちさいたま市  1保健所等

(内訳 通常(1)、 夜間(1)休日(1)即 日(1)委託(1))
内容
"通常検査(14)月 1～ 2回程度 1時間程度
・休日検査(4)月 1回程度   1時 間程度 ※委託
・夜間検査(9)月 2回程度  1時 間程度

HIV検査日本目談事業

10/′10

生労働省科学研究費
「同性愛者等への有効な予防介入
グラムの普及に関する研究」
主任研究者 嶋田憲司

10



人口  7,255千 人

検査件数 11,240件 (7,917件 )

HI∨ /エイス85/39(80/30)

新規患者割合 31.5%(27.3%)

:主
:

検査件数:平成19年HIV抗体検査件数
HIVノエイズ:平成19年新規報告数 (速報値)
人口:平成17年国勢調査
()は平成18年

※¬

聖橋市、豊田市、
岡崎市、愛知県
(保健所設置市
以外)



愛知県口名古屋市の検査相談体制

平成19年度

体制
愛知県   41保 健所等

′(内訳 通常(36)、 休日(1)、 夜間(7)、 即日(8)t委託(1))
うち名古屋市 17保健所等

(内訳 通常(16)、 休日(1)、 夜間(2)、 即日(1)、 委託(1))
内容
・通常検査(36)週1回程度
口休日検査(7)月 2回   3時 間   ※委託
・夜間検査(8)月 1回程度 2時間程度

平成20年度

体制
愛知県   32保 健所等

(内訳 通常(27)、 休日(1)、 夜間(7)、 即日(8)、 委託(1))
うち名古屋市 17保健所等

(内訳 通常(16)、 休日(1)、 夜間(2)、 即日(1)、 委託(1))
内容
・通常検査(27)週 1回程度
u休日検査(1)月 2回   3時 間   ※委託
・夜間検査(7)月 1回程度 2時間程度

年2回
実施

10/10

NLGR
「男性同性間のHⅣ感染対策とその評価に
関する」研究班  主任研究者 市川誠一
NLGR年 1回  400件 (平成19年度)

国立病院機構 名古屋医療センター※NLGRとは       _
Nagoya Lesbian&Gay Revolution

略で、HIV/AIpsの 予防イベント

２

一

１

一



“
ω

大阪府全体

人 口   8,817千 人

検査件数 17,609件 (14,044件 )

HIV/エイス
・
 138/38(128/24)

新規患者割合 21.6%(15。8%)

注 :

検査1牛数 :平成19年HlV抗体検査件数
HIV/エイズ:平成19年新規報告数(速報値)

人口:平成17年国勢調査
()は平成18年

※ 1

堺市 (高槻市、
東大阪市、大阪

府 (保促所設置

市以外 )



大阪府口大阪市の検査相談体制

平成19年度

2)、 休日 (2)、 夜間 (1)、 即日(1))

6)、 休日 (2)、 夜間 (1)、 即日(1))

(1)、 毎週土曜日(1)2～ 3時間程度 委託
問 委託            ′

体制
大阪府   53傷

(内 |

うち大阪市  27傷
(内 |

内容
・通常検査 (52)
・休日検査 (2) |
・夜間検査 (1) |

ミ健所等
訳 通常 (5
ミ健所等
訳 通常 (2

月3日程度
毎週日曜日
週1回 2時

平成20年度

2)、  イ冽ヽEヨ (2)、  夜昆尋 (1)、  鳳口Fヨ  (1))

)、 休日 (2)、 夜間 (1)、 即日(1))

のとおり
(1)、 毎週土曜日(1)2～ 3時間程度 委託
問 委託

体制
大阪府   33イ

(内

うち大阪市  71
(内

内容
・通常検査 (32)
・休日検査 (2)
日夜間検査 (1)

飛健所等
訳 通常《
桑健所等
訳 通常 0

概要は下尋
毎週日曜 E
週1回 2『

大阪HⅣ検査相談「啓発口支援センター

愛称  chot CASTなんば

プロデューサー
白阪琢磨 氏
(大阪医療センター)
花井十伍 氏
(ネットワーク医療と人権)

一

   

―

    
―

国立病院機構 大阪医療センター

大阪市の検査相談体制の計画概要

現在の体制
24保健所+3委託

今後の体制 (平成20年 4月 ～)
4保健所+3委託

内容
・北区保健福祉センター
週5回 9時30分～11時
口中央区保健福祉センター
週5回 9時30分～11時
・浪速区
週2回 9時30分～11時
“淀りll区

週2回 9時30分～11時(1)
2時～3時30分(1)

14



数

＞数

件

施実

血

査検

献

く

陽性件数

()内 女性
[]内 核 酸
増幅検査
のみ陽性

件

0.134

0.113

0.165

0。 336

0.359

0.441

0.486

0.545

0.730

0.762

0。 900

0_912

:.042

1.140

1.368

1.418

1.54亀

1.681

1.466

1.744

2.065

件

11(1)
9(1)

13(1)

26(6)

29(4)

34(7)

35(5)

36(5)

46(9)

46(5)

54(5)

56(4)

64(6)

67(1)
[3]

79(1)
[l]

82(5)
[2]

87(8)
[2]

92(4)
[2]

78(3)
[2]

87(5)
[11

102(3)
[6]

8,217,340

7,974,147

7,876,682

7,743,475

8,071,987

7,710,693

7,205,514

6,610,484

6,298,706

6,039,394
5,998,760
6,137,378
6,139,205

5,877,971

5,774,269

5,784,101

5,621,096

5,473,141

5,320,602

4,987,857

4,939,548
(速  報  値 )

1987年

1988年

1989年

1990年

1991年

1992年

1993年

1994年

1995年

1996年

1997年

1998年

1999年

(昭 和 62年 )

(昭 和 63年 )

(平成 元年 )

(平成 2年 )

(平成 3年 )

(平成 4年 )

(平成 5年 )

(平成 6年 )

(平成 7年 )

(平成 8年 )

(平成 9年 )

(平成 10年 )

(平成 ‖年 )

2000年  (平成 12年 )

2001年  (平成 13年 )

2002年  (平成 14年 )

2003年  (平成 15年 )

2004年  (平成 16年 )

2005年  (平成 17年 )

2006年  (平成 18年 )

2007年  (平成 19年 )

(注 1)・

(注 2)・

献血件数及びHIV抗 体・核酸増幅検査陽性件数

昭和 61年 は、年中途か ら実施 したことなどから、3,146,940件 、
うち、陽性件数 11件 (女性 0)と なつている。
抗体検査陽性の血液は廃棄 され、製剤には使用されない。
核酸増幅検査については、平成 11年 10月 より全国的に実施 している。

15_



ヽ 日 ヽ ヽ 滅 〓 【 く 海 芽 ・ヽ 苺 二 言 一 が

，

一準 事 薄 ≡ ヽ

ゆ 　 一 半

にゝ 二ヽ

・ ヽ 一・ 社 」

［ ロ ロ

´ す 　 一 二
請

〓 ′】
． 　 一 ご

」 壼 話 ・

三 二 摯 降

薫 一 　 満

≒ 蔚 隣

・ 」 ・吉 」 詩

珈 ・ 一 「 一〕 ・ 一 　 一 一

３ い ０
・
一 』 『

” 一 コ ‥
（ Ｖ 一 〇

∝ ↓ 一 ・ 一 ∝ ０

〓 ０ 一
・
ユ ，ヽ 一

い ヽ 一 ・ Ｏ Ｃ ］

“ ∽ 二 い̈ ヽ ∝

い ・ ０ 「 一 ・ 枷 一 ∽
″

『 二 １ヽ ・ つ い い

肇 計 球
ヨ ご 浄 一 ０ 公 Ｐ

準 一 」 ¨

一 ・ つ ∽ 一

一 ・ ０ 〇 一

Ｏ
・
Ｃ Ｎ 一

´ ・ の 「 ´

」 「 「 一

¨ ・ （ ） ・ 一ヽ 一

０ い う 〇

に
，
】 ド 」

一 キ

Ｃ ・ “ ０ 〕

〓 ヽ ト

螢 汁 一

● ・ ド に ● ・ ３ ０ 」

０ い ０ ・ い 一 一

一 Ｃ 二 ・ 」 ヽ
‥ヽ

い ０ 一
・
い ０ 一

∽ 『 一
・
い ” 「

い ０ 一 ・ Ｃ Ｏ ”

”
―ヽ
” Ｌ ｕ ∞

一 ・ ３ 一 一 ・ い い 一
ト

、ヽ‐ 一 “ ・ ” 一 つ

一諄 計 峠
二 、 一 汁 ■ （ ■

‐ヽ “

，
一 一 一

津

一
・
一 ∽ ニ

一
・
０ 」 ∞

一
・
” 一 〇

ド う 一 「

一
・
０ ● ∽

〇 一 一 ∞

」 ・ 一 一 〇
「 す

０ ・ ∽ 二 一

３ ヽ ＞

云 計 ご

Ｆ Ｏ ” Ｎ ”ヽ 助

“ ● “ ヽ ） ● む

【 ０ 」
・
Ｎ ａ

一 ” ０
・
一 ０ 一

ヱ 一 Ｎ ヽ ） ―ヽ 「

い 」 ０ 」 ｏ 「 一

“ ¨ 『
・
∽ 一 〇

一
・
コ ニ “
・
０ 「 〇 一

汁

，
ヽ 一 一ヽ 一 一

諄 ヨ 華 準

囀 一 汁 昴 哺
贅 『 一 　 　 一 ・ヽ 一

ヽ
こ

い

一 〕 『

一
・
〇 “

一 ・ 時 一 一
一 一 〇

Ｏ ‥
【 ） に ０

一 ・ 一 γ 一

」 」 〕 ∝ 一

８ ヽ ト

鰈 計 ｃ

〓 じ ヽ Ｃ ・ い 一

一 一 ” 一
，
一 ．一 一 ・̈ 一

「 一 ・

工 ‐ヽ 一̈ ｏ Ｏ ｏ 一 一 一
．
一 一 一一 一 　 　 ・ ・ ・ 、 ニ

【 ０ ” 枷̈ ω

゛ ・ Ｏ ・ 。 ”
一 淵 ” 　
″ ・
コ ” ド

” 一 ヽ ） 『 中 ∝

い 二 ｕ ・̈ 二 『

い い Ｏ ● 一 ∞ い

一
）
枷 い ０
・
∞ Ｏ 【 ”

■
1雰
li
ll
i

C

０ 一 『 い

¨
 /
―

舜 計 摯 Fゞ キ

き 汁 ３ 犠

（ 出 さ 言 ）
一 　 一 、 一̈

一 〇 ¨ 一 　 に ＾ ） ０ い

一“ 一 一̈ 　 　 　 　 十 す

一̈ 一 一 　 Ｎ ・ヽ 一ヽ 、 ０

・＝̈ 一 一
愕
:1
1: 事

） ・ 「 一 　 一

|あ
■
11 平

一 ０ ．ヽ

■
II
I

贅 Ｔ 一

一 一 一 　 ｏ ・

一 ■ ． サ 一 一
・

2 
事

脈
あ
計
ヽ
―~
》

0



2.都道府県別 (献血地別 )

巣 男1
61年

(1牛 )

62年

(件 )

63'F 元 年

(件 )

2年 3年

(件

'
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〔件 )
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(■卜,
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(件 )

12年
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〕

13年
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‖年 15年
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16年
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17年 18年 19年

(件 )

合:l 11成割 プロック,1

隅 1生 l根血

件  数
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台
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エイズ相談件数と献血陽性者数比較

“
∞

人 口

平成 18年 平成19年

相談件数
10万人
ふ f―しl 検査件数

10万人
ふ f‐じl 相談件数

10万人
ふ f―ιl 検査件数

10万人
ふ f―ιj

献血数
陽性
者綺
10万人
元Af‐ じJ

関

東

東京者「 12,659,000 50,387 398.0 23,446 185.2 59,904 473.2 281965 228.8
「
′

神奈川県 8,830,000 16,338 185.0 9,620 108.9 211471 243.2 11,768 133.3 5

千葉県 6,074,000 6,487 106.8 4,623 76.1 8,222 135.4 6,369 104.9 6

埼玉県 7,071,000 12,405 175.4 3,670 51.9 16,958 239.8 5,338 75.[ 3

計/平均 34,634,000 85,617 247.2 41,359 119.4 106,555 307.7 52,440 151.4 1.559,391 36 2.309

関

西

大阪府 8,815,000 i61570 188.0 14,044 159.3 20.077 227.8 171609 199.8 26

京都府 2,643,000 744 28.1 2,269 85.8 852 32.2 31373 127.6 1

兵庫県 5,590,000 2,126 38.0 4,209 75.3 2,766 49.5 5,631 100.7 3

奈良県 1,416,000 447 31.6 687 48.5 500 35.3 1,125 79.4 0

計/平均 18,4641000 19,887 107.7 21,209 114.9 24,195 131.0 27,738 150.2 807,758 30 3.714

注 :関東・関西の献血数計、陽性者数計は、各4都府県の計ではない。



“
０

福岡県全体

人口   5,050千 人

検査件数 7,520件 (6,170件 )

HI∨ /エイス
・
24/9(25/13)

新規患者割合 27.3%(34.2%)

,ヨ::

検査件数 :平成19年HⅣ抗体検査件数
日lⅥエイズ:平成19年新規報告数(速報値)
人口:平成17年回勢調査
()は平成18年

※ 1

北九州市、大牟田

市、福岡県(保健

所設置市以外 )



全国及び主要都県の検査件数・新規報告数の推移

160000

140000

120000

100000

80000

60000

40000

20000

0

平成16年  平成17年  平成18年  平成19年

‐‐ 感染者・患者計 國四感染者 ―

東京都
‐‐感染者・患者計 団園 感染者 ― 検査件数

1000 35000

30000

25000

20000

15000

10000

5000

0

平成16年  平成17年  平成18年  平成19年

愛知県
‐‐ 感染者・患者計

~感
染者 ― 検査件数

500

400

300

200

100

0

12000

10000

8000

6000

4000

2000

0

平成16年  平成17年  平成18年  平成19年

18000

16000

14000

12000

10000

8000

6000

4000

2000

0

平成16年  平成17年 平成18年  平成19年

‐‐ 感染者・患者計 圏□ 感染者 ―



「検査体制の充実」に関するモニタリング (平成18年 )

都道府県名
人 口

(A)

特定感染症検査等事業
18年度執行実績
(B)

(B)/(A)
(全国を 1と した場合の数

値ヽ

HIV検査数
(18年 1月 ～12月 )
(C)

(C) /(A)

(全国を 1と した場合の数値)

人 口 10万
対

HIV/AIDS

新規患者
割合

1 化 海 遣 562773 6.632.447 0 24 2.59( 0 498 3939

ξ 森 岬 1 436 65 1 733 07〔 0 26 0418 33 3,

手 県 1.385.041 1 069 19[ 0 16 0 289 100 01

雪  城   県 2 360 21( 4 985 261 0 44 1 321 0 636 133;

吹  田   岬 |.145.501 2 474 77 0 45 0 175 50 01

lJ  形  塀
1 2 381 00( 0 40 0 55 0 329 75C

7 嘱 島  県 2 091,311 6.951.52 1.097 0 430 55 61

12107●161 ,6it2■10ス 1■ 44 111664
10161 11143 |101q

栃 木  塀 2.016631 6.606.24( 1 925 1 884 28 91

1 鮮  馬  県 2 024 131 231797 0 24 1 565 0 593 50 01

,■|:手11ザ |'1054124 1910521001 10156
31167( 0157 0111,

一”

一

ξ
一

一■
一

一

３３肝
一

I,叫 : 41620 :=||‐|:||1111■■|184 01326 i14410

卜11●1 2fd106dlな 84 ■|lt1111ill■111ヽヽ .‐
=:||■
111

1231446 :‐21041 ,6041 鵜|12119

FIミ111"

':|1111あ

: 1156: Q162( 11‐20 01887 1321111

1〔 新  潟  県 2 431 45〔 4 180 01( 111 0 288 42 91

1( 富   山   県
1 1 993 55( 0 270 66 71

1 石 県 1 17402( 4.167.35( 0 73 0 681 12 51

11 福  井  県 821 591 1 024 84〔 0 26 0 365 667,

■ヽ11

「

■I‐勢11ジ tt西 61 |■1601 |∝:791 14131

一２

一 81543135〔 1980 |だ 661
“

一

■

一
1:2130 144:囀

岐  阜  岬 2 107 22( 3 084 53( 0 30 46 7,

浄  岡  嘱 3792.37う 2.89( 0 949 194)

■笙 整||:■ ||ヽ |1鵬 ||153 11“ ) ■120 ■■
=

■27=31

重 塀 1 866 96〔 1 806 50〔 0 20 0 52 0 696 84 61

菫 賀 県 1 380 361 9561531 0 47 0 580 3751

一泉 都 府 2.647.66( 12.709,14〔 0 99 226〔 1 3231

121 IIなiデ亀 11:,1111111凛 ,■11111′| 1■1044 ■,24 101型

兵  庫   県 5 590 601 28 992 754 4.20〔 0 859 45 81

本
不 良 県 1,421,31( 1 227.464 0 18 53 81

和 歌 山 県 1 035 96( 1 451 814 0 29 0 097 100 01

鳥 取 県 607 011 1 700 74( 0 58 0 494 33 31

島  根  県 742.22( l.355,94〔 0 38 0 270

岡 山 岬 1 957 26` 872915( 0 92 0 409 62 51

広 島 県 2.876.6名 10 381 894 0 75 2.11` 0 382 4551

山 ロ 県 1 492 60( 2 254 34( 1 00( 0 335 2001

徳  島  県 809 95( 2 388 00( 0 000

香  川  県 1 012.40( 949 37, 0 19 0 494 80 01

愛 媛 県 1 467 81( 3 395 84〔 0 48 1 07( 0 477 14 31

高 知 796 291 1.166.721 0 30 0377 33 31

目 岡  婦 5 049 901 33 699 871 617( 0 753 34 21

左 賀 866 361 2.190.07〔 0 52 118( 0000

晨  

“

手  岬 1 478 631 2 337 66( 0 33 0 068

熊  本   婦 1.342.23( 5.011.12( 0 56 162( 0 326 33 3,

“

人  分   県 1 209 571 151278〔 0 26 0 083 100 0,

雪  崎  県 1.153.042 3.139,36` 0 260 333,

菫 児 島 県 1 753 179 2 644 73( 0 285 60 0,

秘 多べき当き0 ∫ミ 書 感喜■舗ヽ:落檬薫癬 130 隷 :=||ど語 ‥ ‖継様書嵐l曲酔無

合計 127.767.994 001 116.55( 1 063 29 9,

※ 計ュ翌 :は
重点都道府県

21



「検査体制の充実」に関するモニタリング (平成19年 )

都道府県名
人口

(A)

特足懸業症横査等手栗

19年度執行実績

(B)

(B)/(A)
(全国を1と した場合の数

1庭1)

HIV検査数
(19年 1月 ～12月 )
(C)

(C) /(A)

(全国を1と した場合の数値)

人口 10万
対

HIV/AIDS

新規患者
割合

1 北  海   道 5 627 731 7 051 07( 0 22 0 498 34 81

青  森  県 1.436.651 1 699 80(
0418 25 01

岩  手  県 1 385 041 989,091 0 289 40 01

宮  城  県 2 360 21〔 7 252 00(
0 636 43 81

吹  田  県 1.145.501 2 267 62( 0 49 0 175

山  形  県
1 2172874 0 59 0 329 50 01

嘔  島  県 2.091.31( 6 226 401 117 0 430 50 Cll

|:1,

「
■| 蜂■嘘:二酔 1勲I,脳競iな ‖‖‖翻暫‖職 ミ:轄♯挿1塾

=:|■
‖蘇輌,

"|=il■'=■

1761 |■1431

栃  木  県 2.016.631 6 933 96( 257( 1 884 4299

鮮  馬  暉 2 024 135 3 358.29( 1 842 0 593 316,

1即 | 1輛憔溝薫i藤|カ 象:J‖ 耐ヽJ籍鰤鉗:凛 鰍111 11■はヽ島鳴:裁
=派

‖‖litiヨ轟1轟 ヨ1瀬i摯 導J,

`
製鵠祥 締ま‖灘難‖l■1暉 |●::,1:it 榊 21

導 熙 i櫛雌 猟 I11:奪ごデ豪落:1儀 凱 :|:liド尋1lIIII,1摯
=
1■1珊、発l稚 111111■,l11■11:」:勲 籠 1峯11ギ

轟1: 1穐17Si:鶴 111111176t
一■

一 :,884 磁誉∬|,碑
1〔 新  潟  暉 2 431 459 5 005 15( 1.491 0 288 5009

富  山  県
1 254632( 0 270 33 3,

1 石  川  県 1 174.02〔 4.076.05( 123C 0 681 375,

優  井   岬 821 592 1184551 0 26 0 365 5711

jil;111 :轟梅 稚簿翻:漱 締 I111111,1111‐ |三コ|`= 一職 ヨ0⊆ 00

翠

` 硼
一一
■ |=, ||二IF=勢:彗|::単 38

皮  阜  塀 210722( 401202( 0712 2221

静  岡  県 3 792 37 10 960 00( 0 52 3 821 0 949 40 01

:畳

`

ン晰 ユ:‖麟蘭濶‖: 響)‖争11==■111砕 I‐ ili塾装 与讐1姜
=1彎

Wtt  I:載 : 出で‖鮮 警
=:|●

1熱

二  重   県 1 866 96( 1.854 73C 1 38〔 0 62 0 696 444(

滋  賀  岬 1 380 361 1362400C 0 48 0 580 111

京  都  府 2 647.66( 24 971 28[ 337〔 1171 36 0,

一切 燃 朧 轟鶴:患麟:淵 薫鎌お:::赫
=熱
■■111●
=

1760t

===:==■
||| 蒸 二1724

==:211申
兵  庫   県 5 590 601 30 049.613 0 96 5.631 0 859 316,

本
示 良

1 i31462[ 112( 30 01

和 歌 山 岬 1.035.96〔 2,685.60( 0 46 0 097 60 01

鳥  取  岬 607 012 2 249 12( 0 494

島  根  県 742.22〔 1 687 00( 0 53 0 270

司  山   県 :957.264 10.380.25〔 1 138 0 409 22 21

広  島  県 2 876 64` 11 292 80( 3. 18( 0 382 20 01

山  口  県 1.492.60( 447 1
0 335

徳  島  県 809 95( 2 388 00( 0 000 66 71

3 香  川  県 1,012.40C 928 611 0 494 33 39

愛  媛  県 146781[ 3.277.48` 1 56` 0 477 727,

高  知  岬 796 292 1 408 98` 0 76 0 377 333,

嘔  岡  現 5 049 90〔 33.777.33 752( 0 753 2731

佐  賀  県 866.36〔 1673121 0 35 1 061 0 000 i00 01

長  崎  岬 1 478.63乏 2.509.534 118( 0 068 40 09

熊  本  岬 1 842 23〔 7 025 90( 223( 0 326 54 59

44 大  分  野 1 209.571 1.618.801 0 083

宮  崎  岬 1 153 04` 3 704 864 1,01ワ 0 260 25 0,

鹿 児 島 県 1,753.17〔 3215087 0 33 1271 0 60 0 285 333,

鰤̈ 義麒 彗 珊 雌 薄
=絋

絣辮 サ導華:||■ |三藝華 :時 燃 豪 彗塞 要

'合計 127 767 994 715,001,091 153.81( 1 063 276,

※ は重点都道府県
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ヒリの検査数 (平成18



たりの検査 (平成 19年 )
邸道府 県

北海道 5518 2 803 5,65( 3,619 5,35S 1 63〔

札幌市 1 335 23 17 6 32 24 00

青森県 0 3 27

音手県 2 30

雪城県 1.204 12 08 71 2 087 1534

仙台市 1 000 10 96 1318 1.843 666 12 21

秋田県 113

山形県

福島県 1 177
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堺市 32 50 3 7 50

民庫 県 3 326 11 2,094 17 90 5,631

神戸市 1 367 0 11 207〔 17 76 344( 21 20 62

贅良県 1. 121

10歌山県 ]

鳥取 県 11 &

島根 県 4 97[ 1 2

覇山県 2 12

な島県 |.237 2 082 2834

広島市 696 0 00 2 42 l,856 17 85

山口県 0 00 1

恵島県 16 23
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腱媛県 1.306 1 562 1221

蔚知県 1〔 0 00 0

福岡県 2.021 6.354 1 166 2 148 7520 276(

福 岡市 3,821 12 38 4,440 1397

北九州市 351 0 1 043 10 10

佐賀県 1 72 0 1.061

長崎県 16.268 1.03( 0 16.359

熊本県 ‖,182 2 03` 0 11.471 223( 7.49〔

た分県 0 1 057
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(参考 )

特定感染症検査等事業 (エイズ対策分)の概要

1 実施主体

都道府県、政令市及び特別区

(平成 18年度 :129自治体、平成 19年度 :130自治体 )

2 予算額 (厚生労働省)

(1)平成 18年度  2億 5千万円

(2)平成 19年度  2億 5千万円

3 補助率

1/2 ただし予算の範囲内

4 事業内容

HIV抗体検査及びエイズに関する相談事業
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都道府県によるMSM対策と新規患者割合

N0 都道府県名
MSM 新規患者割合

平成 18年 平成 19年 平成 18年 平成 19年
1

レ
し
４
イ 海 道 ○ ○ 39.3% 34.8%

2 圭日 森 県 X X 33.30/0 25.0%
う
０ 山石 手 県 ○ ○ 100.0% 40.0%

4 宮 城 県 ○ ○ 13.3% 43.8%
Ｅ
Ｕ 秋 田 県 X X 50.0% 71.4%
公
Ｕ 山 形 県 X X 75.0% 50.0%
７

′ 福 島 県 X X 55.6% 50.0%
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蒙11:1,1覇 =|| :::Xll 11推11111111,革 11115010% 13錦10%

9 栃 木 県 X ○ 28.9% 42.9%

10 群 馬 県 ○ ○ 50.0% 31.6%
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15 新 潟 県 X × 42.9% 50.0%

16 山 県 ○ ○ 66.7% 33.3%
７
′ 石 県 ○ ○ 12.5% 37.5%

18 福  井  県 × X 66.7% 57.1%

l   1   9 臨 薦11婚曜銚単県

120 星理::i野率蒙覇県 「曇鷺■1藩翻1鞣騨
21 岐 阜 県 X × 46.7% 22.2%

22 静 岡 県 ○ ○ 19.4% 40.0%

23 馨 鞠 醐 瀧 撫 鳳 II鮮5%
24 重 県 X X 84.6% 44.4%

25 滋 賀 県 ○ ○ 37.5% 11.1%

26 一呆 都 府 ○ ○ 32.3% 36.0%

27 沐華肇聖:脚 tti賞瑚O翼ギ 一籍 三41:51誓 lJχ 籍掛靴韓1燃驚Iド 21=酬

28 丘
（
庫 県 ○ ○ 45.8% 31.6%

29 本示 良 県 X X 53.8% 30.0%

30 和 歌 山 県 × X 100.0% 60.0%

31 鳥 取 県 X X 33.3% 0.0%

32 島 根 県 X X 0.0% 0.0%

33 岡 山 県 ○ ○ 62.5% 22.2%

34 広 島 県 ○ ○ 45.5% 20.0%
Ｅ
Ｕ
つ
０ 山 口 県 X × 20.0% 0.0%

36 徳 島 県 X × 0.0% α
Ｕ
公
υ 7%

７
′
つ
０ 香 県 X × 80.0% 33.3%

38 愛 媛 県 ○ ○ 14.3% 72.7%

39 司 矢ロ 県 X X 33.30/0 33.3%

40 福 岡 県 ○ ○ 34.2% 27.・3%

41 佐 賀 県 ○ X 0.0% 100.0%

42 長 崎 県 X × 0.0% 40.0%

43 能
（
本 県 X X 33.3% 54.5%

44 大 分 県 X X 100.0% 0.0%
Ｅ
Ｕ
′
彎 宮 崎 県 X X 33.3% 25.0%

46 鹿 児 島 県 X ○ 60.0% 33.3%
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「普及啓発」に関するモニタリング (平成18年 )

都道府県名
人 口

(A)

エイズ対策促進事業
(普及啓発関係 )
18年度執行実績
(B)

(3)/(A)
(全国を 1と した場合の数値)

人口10万対
HIV/AIDS

新規患者割合

1 海 道 5627.73 4 201 47( 0 26 0 498 39"

2 青 森 県 1436651 2 026 96( 048 0418 33 3,

岩  手  県 1 385 041 8 791 00( 218 0 289 100 01

4 宮 城 県 236021〔 2 249 81( 0 33 0636 13創

5 秋 田 県 1 145 501 2.274,761 0 68 0 175 50 01

山 形 県
1

0 00 0 329 75 01

7 福  島  県 2.091.31〔 6.321,72( 0 430 5561
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栃 木 県 2.016.631 3 269 691 0 56 1 884 2891

群 馬 県 2.024.13〔 9 278 439 157 0 593 50 0,
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1 新 潟 県 243145( 2 936 43( 041 0 288 42 91

1 山 県
1 111 3 940 049 0 270 6671

1 石 県 1 174 02( 2 659 003 0 681 1251

1 福 井 県 821 59 1 441 10〔 0 365 667,
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岐 阜 県 2.107.22( 3 970 75( 46 7,

静 岡 県 3.792.377 18 933 944 0 949 19 4,

一閣
一 :|:111】 821i載 ll11'|||=filll:11「1111 2713,

重 県 1.866.963 l.900.684 0 696 84 61

滋 賀 県 1.380,361 2.059.10( 0 580 37 51

京  都  府 2 647 660 205 1 32 31

Z 織 111:≒ Iな 18i・ ll鵠
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丘 庫 県 5 590 601 17,879,454 0 359 45 8:

奈  良  県 1 421 310 l,141,94〔 0 28 0915 538:

和 歌 山 県 1 035 969 2.813.20( 0 93 0 097 100 01

鳥 取 県 607 012 2,435,45( 0 494 33創

島  根  県 742 228 3.247.504 0 270

岡 山 県 1,957.264 8.642.59( 0 409 62刷

広 島 県 2.876.642 2.683.184 0 382 45 51

山 ロ 県 1,492,60( 5.505.87( 0 335 20 01

徳 島 県 809,95( 7 109 285 0 000

香  川  県 1.012.40( 2 300 734 0 494 80 01

愛  媛  県 :.467.31( 3 195 81( 0 477 1431

古
間 知 県 796 29 646 38( 0377 3331

福 岡 県 5 049 901 28,079,437 0 753 34 21

佐  賀  県 866 36( 4,338,78( 0 000

長  崎  県 1 478 631 6.625,74〔 0 068

熊  本  県 i 842 23( 9,724.483 0 326 3331

大  分  県 1,209,571 4.877.244 0 083 100 01

宮  崎  県 1.153.041 1.618,945 0 260 3331

鹿 児 島 県 1 753 17( 4,927.848 0 285 60 01

榊 鼈 鰊 編 鐵 飩 編 0 難鰊 薙 幼 蘊

合計 127.767.994 372 621 592 1 063 299,
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「普及啓発」に関するモニタリング(平成19年 )

都道府県名
人 口

(A)

エイズ対策促進事業
(普及啓発関係)
19年度執行実績
(3)

(B)/(A)
(全国を 1と した場合の数値)

人口10万対
HIV/AIDS

新規患者割合

1 海 道 5 627.73 4.365.93C 0 26 0 498 348,

2 青  森  県 1 436.651 842.79C 0 20 0418 25 0,

3 山石 手 県 1 385.041 7.952.80( 0 289 40 0,

4 自 城 帰 2 360.21( 3.075.00( 0 44 0 636 438,

秋 田 県 1 145 501 2 347 80( 0 69 0175 714,

山 形 県 1216181 0 00 0 329 50 01

福 島 県 2 091 319 4 579 76( 073 0 430 50 01
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栃  木  県 2 016 631 3 417 04( 0 57 1 884 42 99

群  馬  蝙 2.024,13〔 7 007 00( 0 593 3169
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1 析 潟 県 2,431,45( 4 536 60〔 0 63 0 288 50 0,

1 言 山 県
1 3 436 31( 0270 33 39

1 石  川  県 1,174:02( 2,430,32( 0681 37 59

|〔 福 井 県 821 592 1 233 41 0 365 571
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岐  阜  県 2 107 226 3 345 015 0712 2221

2 静  岡  県 3 792 377 14.31211 0949 40 01

轟轟騰轟轟惨 :薄轟 難 縣 躙 翻 渕 鋤 1翻燃 菫努【:揉当蕪11
重 県 1.866.96〔 1,903.46C 0 696 44 49

蔵 賀 県 1.380,361 1.813,00C 0 580 1119

一Ｒ 都 府 2.647.66( 14 790 60C | 36 0,

麟 1櫛備喩翻 薇 :後さ蓬業葬各多認鮮裏 謝M箋難舅11鷲新撃響1携1燃 熟‖I栞貌儀選諺22f ,護当懃鬱
丘
（
庄 県 5,590.601 13 220 66〔 0 79 0 859 316,

奈  良  県 1,421,31C 979 67〔 0 23 0915 30 0,

和 歌 山 県 1.035,96S 2 655 89( 086 0 097 60 01

鳥  取  県 607 3 685 80( 2 03 0 494

島 根 帰 742.22〔 6.689,00( 3 02 0270 001

岡  山  県 1,957,264 9,354.65〔 0 409 222,

広  島  県 2,876.642 2 648 64( 0 382 20 01

山  口  県 1.492.60( 3.371,41( 0 76 0 335

恵 島 県 809.95( 6,454,476 0 000 667,

香 県 1 012.40( 2.221.564 0494 333,

艶 媛 県 1.467.81( 2.431.355 0 55 0477 72 7,

Ｌ
「 知 県 796 291 150.190 0 06 0377 33 3,

旧 岡 県 5 049 90( 21 882 664 0 753 27 39

左  賀  岬 866 36( 2 531 000 0 98 0 000 100 09

長 崎 県 1 478 631 6 668 60〔 0 068 40 09

熊  本  県 1 842 23( 8 414 90( 0 326 54 59

大  分  県 1 209 571 4 110 825 114 0 083 00,

宮 崎 県 1 153 042 3 986 70( 0 260 25 0,

鹿 児 島 県 1753179 4.333 66[ 0 285 3331

経1奪 MIm 飩

合計 127,767,994 1 063 2761
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都道府県によるエイズ対策促進事業・特定感染症検査等事業 実績額 (総事業費)(平成18年 )

都道府県名
人口

`Aヽ

18年度執行実績
(8)

(B)/(A)
(全国を1と した場合の数値)

人 口 10万 対
HiV/AIDS

新規患者割合

1 海 道 5 627 737 16 304 36( 0 34 0 498 39 3,

青 森 県 1 436 657 4 365 83( 0 36 0418 333,

“
巨 手 県 1 385 041 10 430 19〔 0 88 0 289 100 0,

ヨ 城 県 2 360 21 7 477 01` 0 37 0 636 1331

吹 田 県 1 145 501 5.152.26` 0 175 50 01

山 形 県
1 2.811,44` 0 329 75 01

7 嘔 島 県 2.091.31( 13.599,192 0 430 55 61

:||:385:381 11■■|■■|=こ11=■■l'11● 39 11‐Fri=:講‐二15011
9 栃 木 県 2.016.631 12 626 771 1 884 28 9,

群 馬 県 2 024 135 13 272 416 0 593 50 0,
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1 新 潟 県 2 431 459 7531471 0 36 0 288 42 91

1 昌 山 県 1 111 729 6 182 505 0 65 0 270 66 7)

1 石 岬 117402( 7 792 87〔 078 0 681 12 5,

福 井 県 821 59, 2 802 24〔 0 40 0 365 66 7,
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一
」一一一，
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|■孝 |=:暫:,11111"

1率 縣苺キ断静1曲 In・.巌撚

"島

漁11' 一一一一一一一， 一
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一
〓秘 tお轟;81i :|===,li:111,.==:|千 111韓1

岐 阜 県 2 107 22( 8 524 21〔 0 47 0712 46 7,

浄 岡 県 3792371 32 875 51〔 0 949 1941

1,123 鐵猥I縦曇唾 i称霧:理彗嘉義
=7CZ

1111i二:lillril: f書:箸刊

重 県 1.866.96( 5 823 188 0 37 0 696 34 61

滋 賀 県 1.380.361 14.882 549 0 580 37 51

一泉 都 r 2,647.66( 30.571.267 1 323:

127 奪:警藤彗 :轟 :ご孤跳: :==■|■轟:苗 :ふ: ■,■ 111i「■|lrl==11:131 峰
丘
（

庫 県 5,590,601 48.347.860 0 859 45 81

本
不 良 県 1,421,310 3.320,787 0 27 0915 53 8,

和 歌 山 県 l,035,96G 7.546,794 0 85 0 097 100 0,

鳥 取 県 607.012 4.425.597 0 85 0 494 33 39

島 根 県 742.223 5,602,933 0 88 0 270

岡 山 県 1,957.264 19.220.322 0 409 62 5,

広 島 県 2.876.642 14.193.578 0 58 0 382 45 5,

山 口 県 1.492.606 9.230.022 0 72 0 335 20 0,

徳 島 県 809.950 9 863 032 0 000 00,

3 香 り|| 県 1.012 400 3 536 927 0 494 80 0,

愛 媛 県 1 467 815 7 0 57 0 477 14 3,

知 県 796 292 2213101 0 33 0 377 33 3,

福 岡 県 5 049 908 64 379 20〔 0 753 34 29

佐 賀 県 866 369 7,438,27( 0 000

長 崎 県 1,478.632 10.575,684 0 84 0 068

熊 本 県 1,842,233 16.186.924 0326 33 3,

44 大 分 県 1.209.571 7.686,99( 0 75 0 083 100 0,

雪 崎 県 1.153.042 7.486.30( 0 76 0 260 33 3,

琵 児 島 県 1.753.179 7.710.74( 0 52 0 285 60 0,

靭 鐵|:撃 昴 !昴騨蹄鋼 奮 liヨ韓潔蜃 碧1莉翻 黎籍Iシ

合 計 127,767,994 1,089,613,046 1 063 29 91

※
=び
鷺轟彗は重点都道府県
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都道府県によるエイズ対策促進事業・特定感染症検査等事業 実績額 (総事業費)(平成 19年 )

(全国を1と した場合の数値)

2.016.631

1,227.116.672

は重点都道府県



(参考)   '

エイズ対策促進事業の概要

1 実施主体
(1)エイズ対策促進事業
都道府県、政令市及び特別区

(平成 18年度 :129自 治体、平成 19年度 :130自 治体)
(2)地方ブロックエイズ対策促進事業
北海道、新潟県、石川県、広島県

2 補助対象事業の選定要件
・ 都道府県、政令市及び特別区が、地域におけるエイズのまん延を踏まえたエイズ対

策の推進に積極的に取 り組んでいること。
・ 当該地域におけるエイズ対策の効果的推進が期待されること。
・ 当該地方ブロックにおけるエイズ対策の効果的推進が期待されること。

3 予算額 (厚生労働省 )
(1)平成 18年度
① エイズ対策促進事業 :4億円
② 地方ブロックエイズ対策促進事業 :2億円
(2)平成 19年度
① エイズ対策促進事業 :4億円
② 地方ブロックエイズ対策促進事業 :2億円

4 補助率
(1)エイズ対策促進事業 :1/2
(2)地方ブロックエイズ対策促進事業 :10/10
ただし、いずれも予算の範囲内。

5 事業の内容
(1)エイズ対策促進事業
① エイズ対策推進協議会等の設置・運営事業
各種のエイズ対策の推進を図るため、地域の実情を踏まえたエイズ対策につい

ての計画・立案を行うエイズ対策推進協議会等の設置・運営を図る事業。

② エイズ対策推進のためのマンパワこの養成事業
エイズ対策を推進するための必要なマンパワーの養成を図るため、検査、相談、

医療の従事者等に対する各種の研修を実施する事業。

③ 啓発普及活動事業
多くの住民に対してエイズに関する知識の浸透を図るために実施する事業。
なお、地域住民に対するエイズに関する正しい知識の啓発普及は、エイズ対策
の基本となるものであるが、その実施に当たっては医学 。医療の分野のみならず、

患者等が置かれている心理的・社会的状況等を配慮して実施する事業。
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(参考 )

④ エイズ治療拠点病院治療促進事業
患者・感染者の医療を確保するため、エイズ治療拠点病院において、院内感染

防止及び検査、相談、治療等の体制の整備を図るために実施する事業。

⑤ エイズ治療拠点病院医療従事者実地研修事業
エイズ治療拠点病院の医師、看護婦等をエイズ診療の経験が抱負な医療機関ヘ

派遣 し、実地研修を行 うことにより診療技術の向上を図るために実施する事業。

⑥ エイズ治療拠′点病院カウンセラー設置事業
患者・感染者及びその家族等に対し、心理的ケアを行 う体制推進のため、

ア.都道府県等におけるカウンセラーの雇い上げによる医療機関への派遣、
イ.エイズ治療拠点病院でのカウンセラーの雇い上げに対する経費負担、
ウ.都道府県等とNGOな どの連携によるカウンセ リング活動への支援等によ
り、エイズ治療拠点病院をはじめとする医療機関にカウンセラーを設置する

事業。

⑦ 地域組織等活動促進事業
効率的なエイズ対策事業を推進するためには、地域に根差 した各種団体等の積

極的な協力が不可欠であることから、これ らの団体等に対して、エイズに関する

知識等を習得させ、啓発普及等を図るために実施する事業。

③ 調査研究事業
エイズ対策の計画・立案及び実施に当たって、その基礎 となる資料の収集に必

要な各種調査を実施する事業。

(2)地方ブロックエイズ対策促進事業
① ブロック内エイズ治療拠点病院連絡協議会等の設置、運営事業
各ブロックの実情に応 じたエイズ対策等の計画・立案を行 うエイズ治療拠点病

院連絡協議会等の設置、運営を図る事業。

② ブロック内エイズ治療拠点病院に対する研修会・講習会の実施事業
ブロック全体におけるエイズ診療技術のレベルアップを図るため、治療・カウ

ンセ リング等について、ブロック内エイズ治療拠点病院の医療従事者等に対し研

修会、講習会を実施する事業。

③ 調査研究事業
各ブロックにおけるエイズ対策の計画立案及びその実施に当た り、その基礎 と

なる資料の収集に必要な各種調査研究を実施する事業。

④ ブロック内エイズ治療拠′点病院等に対する相談事業
患者・感染者等からのエイズに関する相談やブロック内のエイズ治療拠点病院

等の医師等からの治療や療養生活指導等についての相談に対応するとともに、情

報等を提供する事業。

⑤ エイズ治療地方ブロック拠点病院医療従事者実地研修事業
エイズ治療地方ブロック拠点病院の医師、看護婦等をエイズ診療の経験が豊富

な医療機関等へ派遣 し、実地研修を行 うことによリブロック内のエイズ治療拠点

病院等のレベルアップを図るために実施する事業。
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参考資料 4

疾病対策課の主な施策関係資料

(平成 20・ 21年度分)



平成 20年 5月 16日

厚生労働省健康局疾病対策課 星、下羅
(代表)03‐ 5253-1111(内)2358
(直週ヨ)03‐ 3595‐2249

財団法人エイズ予防財団 山崎、柏崎
(千 表ヽ)03‐ 5259‐ 1811

平成20年度HIV検査普及週間の実施について

1 目的
国や都道府県等が行う検査・相談体制の充実を図る取組みを強化する
ことにより、国民のHIVやエイズに対する関心を喚起し、もつてHI
V検査の浸透・普及を図るため、キャンペーン活動等を実施する。

2 期間
平成20年 5月 27日 (火)から6月 7日 (土)まで
(検査普及週間 6月 1日から6月 7日まで)

3 厚生労働省が実施するイベント等の概要

(1)ラ ジオによる普及啓発 (5月下旬から6月 7日まで)
O HIV検査普及週間の実施の告知と、アンジェラロアキさんから
のHIV検査受検呼びかけコメントを、FMの番組または番組問
で放送する。

O放送予定局
東京 FM、 FM愛知、FM大阪、FM富士、FM長野、広島 FM、
FM沖縄 等

(2)RED RIBBON TALK&LIVE～HIV検査に行こう :～

(5月 27旦 (火)18100～ 20100予定)
山本シュウ、伊藤かずえ、岡本真夜、押尾コータロー、K、 高嶋政



伸などによる無料招待のライプを行い、若者を中心とした世代に予防

啓発のメッセージを発信する (別紙 1)。

(3)街頭キヤンペーン (5月 27日 (火)15100～ 17:00予定)
渋谷駅周辺において、(財)エイズ予防財団を中心にNGOやボラ
ンティア等の協力を得てエイズ予防啓発グッズを配布する Gl紙 2)。

(4)HIV(エ イズ)無料検査 (6月 1日 (日 )10100～ 17:00予 定)
水道橋三崎町クリニックにてHIV無料検査を実施する (男1紙 3)。

(5)イ ンターネットによる啓発及び情報提供 (男1紙 4)
① Yahoo!JAPANとの連携企画として「レッドリボンキャンペーン」を
インターネット上で展開

② (財)エイズ予防財団のホームページ (エイズ予防情報ネット)
において、検査普及週間前後に全国の自治体で実施されるイベン

トの紹介及び検査相談体制の案内を掲載

(6)公共広告機構 (AC)ポスターによる啓発
啓発ポスターの配布
口 自治体、保健所等
・ 交通広告 (」 R、 都営及び私鉄各社)

掲示期間 :5月上旬から6月 7日まで

4 その他の取組

(1)HIV検 査普及週間キヤンペーン in大阪
(5月 26日 (月 )から6月 7日 (土)まで)

若年層、サラリーマン、OLを主な対象として、大阪府、大阪市、
大阪検査相談 口啓発 口支援センターchotCASTなんば、エフエム大阪、

アメムラプレス、ribia.tv等 の協力を得て啓発キャンペーンを展開

(主催 :(財)エイズ予防財団)GJ紙 5)



RED RIBBON ttALK&LIVE～ HIV検査に行こう 1～
の実施について

国

1 主  催  厚生労働省、(財)エイズ予防財団

2 総合プロデュース・司会  山本シュウ

3.日  時  平成 20年 5月 27日 (火 )
開場 17:30 開演 18:00～20:00(予定)

4.開催場所  SHIBUYA BOXX
(東京都渋谷区神南 211)

5.出 演 者  相方不在 (フットサルチーム・カレッツァ所属)
アメリカザリガニ

伊藤かずえ

遠 月泰憲 昭 (DE∨ ILOCK)

岡本真夜

押尾コータロー

菊池嘉 個立国際医療センター臨床研究開発部長)

K
SunSet Sw:sh

高嶋政伸
丁 KO

はるな愛

藤田志穂

堀之内岡1(プロスノーボーダー)

松本隆博

美元

安田大サーカス

(50音順 )

6.実施内容
ラジオD」 山本シュウの呼びかけに賛同したアーティスト、エンター
テイナーたちが一同に集結。トークとライブで]主力なメッセージを発信。



(1)山本シュウ司会による俳優、TVタ レント、ミュージシャン、エ
イズ医療に関する専門家などによるトーク

(2)参加アーティストによるライブ
(3)イベントの模様は後日、Yahoo I JAPANの サイトにおいて動画配信
する。

7.参加費
無料 (完全招待+1)

8 参加方法
募集期間  5月 17日 (土)12:00から5月 20日 (火)23:00まで

抽選で50名を招待
告知サイト エイズ予防情報ネット http:〃api―net jfap.or.」 p/



回
街頭キヤンペーンの実施について

1.日 時
平成 20年 5月 27日 (火)15:00から17:00(予定)

2場 所
渋谷駅 ハチ公前周辺

3.参加団体
厚生労働省、(財)エイズ予防財団、N60、 学生ボランティア等

4.参加者数
30名程度

5.実施内容
(財)エイズ予防財団作成のパンフレット、コンドーム、保健所によ
るHIV検査案内をセットにして配布
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HIV(エ イズ)検査の実施について (無料 口匿名)

1日 時
平成 20年 6月 1日 (日 )10:00か ら17:00(予定)

2.場 所
水道橋三崎町クリニック

〔素         募:蟹営奎醤堰兵[是謀Al出ロイ走歩3分〕

3.検査主体
(財)エイズ予防財団

4 検査の種類
即日検査 (検査結果は当日お知らせします)

5.予約方法
事前予約制

1                  6



インターネット等による啓発及び情報提供

1 エイズ予防1青報ネット
(財)エイズ予防財団のエイズ予防情報ネット (AP卜NET)において、
通常の予防啓発に関する情報に加えて、HIV検査普及週間前後に全国
の自治体で実施されるイベント及び検査相談の実施体制等について情報

提供を行う。
エイズ予防1青報ネット http://apittnet jfap or.jp/

2 Yahool」APANによる啓発

①Yahoo!」 APANの独自企画として実施している「レッドリボンキヤン
ペーン」と連携し、「RED RIBBON TALK&LIVE ～HIV検査に行こう :

～」 (男 1項)の模様を動画酉己信する。
②HlV検査の重要性等についてラジオ D」 山本シュウとアンジェ
ラ・アキ、伊藤かずえによるライブトークを Yahoo!」APANのサイト

で西己信する。

(配信日:6月 3日  19:00～ )

(Yahool」APANの概要)

会社名 ヤフー株式会社
市場名 東証 1部、」ASDAO 銘柄コー ド:4689
本社 東京都港区 設立年月日 :1996年 1月 31日
代表取締役 井上雅博
lヶ月あたり約 4,980万人のユニークカスタマー数※と、 1日 16億ページビュー
のアクセスを誇るインターネットの総合情報サイ トで、検索、コンテンツ、コミュニ

ティーコマース、モバイルなど多くのサービスを提供しています。

(※)2008年 3月のNielsen Online 「NetView ttS JP」 における家庭からの視聴率 88%、 職
場からの視聴率889%と いうデータをもとに、家庭、または職場からのインターネットユーザー
を約 5655万人 (Nlelsen Online「 インターネット基礎調査」より)と して Yahool JAPANのユ
ニニクカスタマー数を算出。
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HIV検査普及週間キャンペーン in大阪の実施について

1.主 催
(財)エイズ予防財団

2.期 間
平成 20年 5月 26日 (月 )から6月 7日 (土)まで

3.協 力
大阪府、大阪市、大阪検査相談 口啓発・支援センターchotCASTなんば

4.制作協力
エフエム大阪、アメムラプレス、ribia.tv

5 実施内容
若年層、サラリーマン、OLを主な対象として、エフエム大阪のHI
V"エイズ啓発キヤンペーンと連動しながら啓発キャンペーンを展開
(1)啓発ブックの配布' (2)キ
タ、ミナミなど大阪の集客スポットでの街頭キヤンペーン

(3)タ レントやオピニオンリーダーのコメント等を街頭ヴィジョンで
告知



0諦隋 Press Release

平成21年 5月 11日
照会先

健康局疾病対策課エイズ調査係 木村・喜多・円谷・ノ1ヽ澤

辱看言舌)03(5253)1111[内 2358]
財団法人エイズ予防財団 沢崎・堀内

03(5259)1811

平成 21年度 HIV検 査普及週間の実施について

目的

国や都道府県等が行う検査日本目談体制の充実を図る取組みを強化する

ことにより、国民のHIVやエイズに対する関心を喚起し、もってHI
∨検査の浸透・普及を図るため、キャンペーン活動等を実施する。

期間

平成 21年 5月 17日 (日 )か ら6月 7日 (日 )まで
(検査普及週間 6月 1日から6月 7日 まで)

3 厚生労働省が実施する主な事業

【東京でのイベント等】

(1)RED RIBBON LIVE 2009 Spring～ HIV検査に行こう!～

〔5月 31日 (日 )17:00～20:00予定〕

SHIBUYA―AXにおいて、alan、 小森純 (Popteenモ デル)、 孫噂
(Popteenモ デル)、 mihimaru GT、 LOVE、 Lil'B、
LADY BiRD feat.ソ ンイなどによる無料招待のライブ&
トークを行い、若者を中心とした世代に予防啓発のメッセージを発信

する。

(2)街頭キヤンペーン 〔5月 31日 (日 )14:00～ 16:00予定〕
渋谷駅周辺において、NGO、 ボランティアと協力してエイズ予防
啓発グッズを配布する。



(3)HIV(エ イズ)無料検査
① 渋谷での検査 〔5月 31日 (日 )13:00～ 19:30予定〕
シブヤ・ネクサスにおいて、NGOと協力してHI∨無料検査を
実施する。

② 水道橋での検査 〔6月 7日 (日 )10100～ 18100予定〕
水道橋三崎町クリニックにおいて、HIV無料検査を実施する。

【大阪でのイベント等】

(1)RED RIBBON LIVE 2001 Spring～ HIV検査に行こう !～ in OSAKA

〔5月 17日 (日 )15i30～ 17:30予定〕

アメリカ村三角公園―御津公園において、押尾コータロー、KAR
IYA、 SunSet Swish、 PENGINX遠 藤 ,享、 RYT
HEMな どによる無料招待のライブ&トークを行い、若者を中心とし
た世代に予防啓発のメッセージを発信する。

(2)街頭キヤンペーン 〔5月 17日 (日 )13:00～ 17:30予定〕
アメリカ村三角公園―御津公園周辺において、NGO、 ボランティ
ア、民間企業と協力してエイズ予防啓発グッズを配布する。

(3)Hl∨ (エイズ)無料検査 〔5月 17日 (日 )13:00～ 19:00予定〕
chotCASTな んばにおいて、NGOと 協力してHI∨無料検
査を実施する。

【その他の取組】

(1)イ ンターネットによる啓発及び情報提供
①  「 レ ッ ドリボ ン ラ イ ブ」 オ フ ィ シ ャ ル サ イ ト
'(http://redribbonlive」 p/)を新たに開設し、今回実施するイベ

ント情報の配信を含め、啓発活動をインターネット上で展開

②  (財)エイズ予防財団のホームページ (エイズ予防情報ネット)
において、検査普及週間前後に全国の自治体で実施されるイベント

の紹介及び検査相談体制の案内を掲載

(2)公共広告機構 (AC)ポスターによる啓発
啓発ポスターの配布
口 自治体、保健所等
口交通広告 (」 R、 都営及び私鉄各社)

掲示期間 :5月 上旬から6月 7日 まで
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RED RIBBON LIVE 2009 Spring～HIV検査に行こう !～

の実施について

1 主催
厚生労働省

2 総合プロデュース・司会
山本シュウ

3 出演者
alan、 小森純 (Popteenモデル)、 孫噂 (Popteenモデル)、 rni h
imaru G丁 、LOVE、 Lil'B、 LADY BiRD feat
ソンイなどの賛同者が多数参加              (50音 順 )

4 実施内容
ラジオD」 山本シュウの叫びに賛同したアーティスト、エンターテイナ
ーたちが SHIBUYA―AXに集結。次世代を担う新進気鋭のアーティスト等か
ら、10代後半～20代前半の若者を中心とした世代へ、 トークとライブで
熱いメッセージを発信していきます。

(1)山本シュウ司会による丁Vタ レント、ファッションモデル、ミュー
ジシャン、エイズ医療に関する専門家などによるトーク

(2)参加アーティストによるライブ
(3)イベントの模様は後日、「レッドリボンライブ」オフィシャルサイ
ト (http:〃 redribbonlive.」 p/)において動画配信 (予定)

5 開催日時
平成 21年 5月 31日 (日 )開 場 16:00 開演 17:00～ 20:00(予定)

6 開催場所
SHIBUYA― AX(東京都渋谷区神南 2-1-1)

7 参加費
無料 (抽選による招待制)

8 参加方法
募集期間  5月 12日 (火)12:00～ 5月 21日 (木)12:00

抽選で 500名を招待
告知サイト 「レッドリボンライブ」オフィシャルサイト

http://redribbonlive.」 p/



RED RIBBON LIVE 2009 Spring～HIV検査に行こう!～

. in OSAKA の実施について

1 主催
厚生労働省

2 総合プロデュース・司会
山本シュウ

3 出演者
押尾コータロー、KARIYA、 SunSet Swish、 PENG
INX遠藤淳、RY T HttMな どの賛同者が多数参加

(50音順)

1     4 
実施内容

ラジオ D」 山本シュウの叫びに賛同したアーティス トたちがアメリカ

村三角公園に集結。トークとライブで]貪力にメッセージを発信し、大阪の

若者たちに訴えかけていきます。

(1)山本シュウ司会によるミュージシャン、エイズ医療に関する専門
家などによるトーク

(2)参加アーティストによるライブ

5 開催日時
平成 21年 5月 17日 (日) 開演 15:30～ 17:30(予定)

6 開催場所
アメリカ村三角公園―御津公園

(大阪府大阪市中央区西心斎橋 2-11-34)

7 参加費
無料
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街頭キヤンペーンの実施について

【東 京】

1 日時
平成 21年 5月 31日 (日 )14:00～ 16:00(予定)

2 場所
渋谷駅 ハチ公前周辺

3 参加団体
厚生労働省、東京都、渋谷区、 (財)エイズ予防財団、民間企業、NG
O、 学生ボランティア等

4 参加者数
40名程度

5 実施内容
(財)エイズ予防財団作成のパンフレット、コンドーム、保健所による
HIV検査案内等をセットにして配布

【大 阪】

1 日時
平成 21年 5月 17日 (日 )13:00ん17:30(予定)

2 場所
アメリカ村三角公園―御津公園周辺

3 参加団体
厚生労働省、(財)エイズ予防財団、エフエム大阪、アメムラプレス、(株 )

ジェクス、NGO、 学生ボランティア等

4 参加者数
30名程度

5 実施内容
(財)エイズ予防財団作成のパンフレット、コンドーム、保健所による
HIV検査案内等をセットにして配布
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HIV(エイズ)無料検査の実施について

【東 京】

(渋谷での検査)

1 日時
平成 21年 5月 31日 (日 ) 13:00～19:30(受付は 13:00～ 16:30)

(予定)

※検査は事前予約制としt先着 100名までとする。

2 場所
シブヤ ロネクサス

〔素        象言λ
梅原ビル
〕

3 検査主体
(財)エイズ予防財団、HIVと人権・情報センター、渋谷区保健所

4 検査の種類
即日検査 (検査結果は当日お知らせします)｀

5 予約方法
事前予約制

′(水道橋での検査)

1 日時
平成 21年 6月 7日 (日 )10:00～ 18100(予定)

※検査は事前予約制とし、先着 45名までとする。

2 場所
水道橋三崎町クリニック

〔素可賣雉暮麗習鷲軍ち募:1健≦紫肇勇尾|:「Al出口徒歩3分〕
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3 検査主体
(財)エイズ予防財団

4 検査の種類
即日検査 (検査結果は当日お知らせします)

5 予約方法
事前予約制

‐
【大 阪】

1 日時
平成 21年 5月 17日 (日 ) 13:00～ 19:00(受付は 13:00～ 16:00)

(予定)

※検査は先着順 100名 までとする (整理券を12:3oょ り酉己布)。

2 場所
chotCAS下 なんば

腕雫雲倉墾墓撃憲元馨獣T喜1氾徒墓翼重/確奥鍵曇ξ階 〕
3 検査主体
(財)エイズ予防財団、HIVと人権・1青報センター

4 検査の種類
即日検査 (検査結果は当日お知らせします)

15



インターネット等による啓発及び情報提供について

1 エイズ予防1青報ネット
(財)エイズ予防財団のエイズ予防情報ネット (API―NET)において、
通常の予防啓発に関する情報に加えて、HIV検査普及週間前後の期間
に全国の自治体で実施されるイベントやHIV検査 口相談の実施体制等
について情報提供を行う。

エイズ予防情報ネット http:〃api― net.」 fap.Or.jp/

2 「レッドリボンライブ」オフィシャルサイトによる啓発
「レッドリボンライブ」オフィシャルサイトを新たに開設し、同サイ

トにおいて以下のような情報発信を行うことにより、インターネット上

でも啓発
'舌

動を展開する。                     .

① 著名人のエイズ啓発に関するメッセージやコメント等の掲載
②  「RED RIBBON LIVE 2009 Spring～ HIV検査に行こう 1～」ほかレ
ッドリボンライブに関する案内

③  「RED RIBBON LIVE 2009 Spring～ HIV検査に行こう :～」の模様
をオンデマンド配信 (予定)

④ その他HIV/エイズの予防啓発に関する情報の掲載

「レッドリボンライブ」オフィシヤルサイト

http:〃 redribbonlive.」 p/
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平成 20年 11月 4日

厚生労働省健康局疾病対策課

担当者 三好、星、喜多、下羅
電話 (代表)03‐ 52531111(内線)2358
財団法人エイズ予防財団

担当者 官坂、柏崎
電言舌 (直通)03‐ 5259‐ 1811

世界エイズデーについて

1 世界エイズデーとは
WHO(世界保健機関)は、1988年に世界的レベルでのエイズまん延防止
と患者・感染者に対する差別・偏見の解消を図ることを目的として、12月 1日

を“Wo‖d AIDS Day"(世界エイズデー)と定め、エイズに関する啓発活動等の

実施を提唱した。我が国としても、その趣旨に賛同し、毎年12月 1日を中心

にエイズに関する正しい知識等についての啓発活動を推進しており、全国各

地で様々な「世界エイズデー」イベントが実施されている。

2今 年度の世界エイズデーキャンペーンテーマについて
(1)テーマ

日宙ng Together～ちょつとの愛からはじまる事～

(2)選定の趣旨

様々なセクシヤリティ (1生行動の対象の選択や性に関連する行動・傾向 )

の人々や、HIV陽性の人々、陰性の人々が一緒に生きている現実をありのま

まに受け止め、エイズのまん延防止や差別・偏見の解消のために、ひとりひ

とりに何ができるかを国民全体で考えていく。

3実施主体及び実施方法
(1)厚生労働省

(財)エイズ予防財団、エイズ関連NGO等の関係団体及び民間企業、報道
機関等の協力を得て、全国的な啓発活動の推進を図る。

(2)都道府県、保健所を設置する市及び特別区

関係機関及び関係団体等との連携を密にし、それぞれの地域の実情に応

じた広報計画、実施計画に基づき、エイズに関する正しい知識の啓発活動を

展開する。
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4厚生労働省が主催する主な事業

(1)RED RIBBON LIVE 2008〔 11月 29日 (土 )17:30～ 21:00予定〕

アンジェラ・アキ、今井絵理子、押尾コータロー、小林麻央、小松成美 (作

家)、 SEAMO、 TKO、 TERU(GLAY)(トークゲスト)、 HYDE、 フジテレビアナウ
ンサー佐々木恭子、和代人平 (画家/光絵パフォーマンスアーティスト)等に
よる無料招待のライブ&トークを行い、若者を中心とした世代に予防啓発の

メッセージを発信する。

(2)街頭キヤンペーン 〔11月 29日 (土 )1200～ 15:00予定〕

渋谷駅周辺において、NGO、 ボランティア、民間企業と協力してエイズ予

防啓発グッズを配布する。

(3)HIV(エイズ)無料検査 〔11月 30日 (日 )10:00～ 18:00予定〕

水道橋三崎町クリ■ックにてHIV無料検査を実施する。

青少年層に対して、HIV/土ィズについて関心をもってもらい、また考えるき

かっけにするため、小学生、中学生、高校生、一般の部門ごとに最優秀賞、

優秀賞等を選出し、(財 )エイズ予防財団において表彰式を行うとともに、

RED RIBBON ttVE 2008会 場内において作品を掲示する。

また、ポスターコンクール最優秀賞の中から決定した普及啓発ポスターと、

公共広告機構 (AC)の協力により作成したポスターを、官公庁、地方公共団

体、エイズ治療拠点病院、映画館、公衆浴場等に掲示する。

(5)インターネットによる啓発及び情報提供

Yahod JAPANの独自企画「レッドリボンキヤンペーン 2008」と連携して、啓
発活動をインターネット上で展開する。

また、(財)エイズ予防財団のホームページ (エイズ予防情報ネット)におい

て、世界エイズデー前後に全国の自治体で実施されるイベントの紹介及び検

査相談体制の案内を掲載する。
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RED RIBBON LIVE 2008の 実施について

わが国におけるHIV感染者 ロエイズ患者の新規報告数は、依然として増

加傾向にあります。この危機的な状況に歯止めを掛けるため、ラジオD」

山本シュウを中心に、様々な著名人が各界から集結し、ライブとトークを

通じてエイズの予防啓発を呼びかける「RED RIBBON LIVE 2008」 を開催し

ます。

主催

厚生労働省、 (財)エイズ予防財団

総合プロデュース・司会

山本シュウ

出演

アンジェラ・アキ、今井絵理子、押尾コータロー、小林麻央、小松成美

(作家)、 SEAMO、 TKO、 TERU(GLAY)(ト ークゲスト)、

HYDE、 フジテレビアナウンサー佐々木恭子、和代人平 (画家/光絵パ
フォーマンスアーティスト)な どの賛同者が多数参加

(50音順)

4 実施内容
ラジオ DJ山本シュウの叫びに賛同したアーティス ト、エンターテイ
ナーたちが一堂に集結。 トークとライブで強烈なメッセージを発信。

(1)山本シュウ司会による、ラジオ D」、T∨ タレント、ミュージシャン、
エイズ医療に関する専門家などによる トーク

(2)参加アーティス トによるライブ

(3)当 日参加できない賛同者のメッセージ映像の上映

(4)イ ベントの模様をYahoo!JAPANの サイ トにおいてオンデマンド配信
(予定 )

5 開催日時
平成 20年 11月 29日 (土 ) 開場 16:30 開演 17:30～ 21:00

開催場所
SHIBUYA―AX(東京都渋谷区神南 2-1-1)

ｎ
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7 参加費
無料 (抽選による招待制 )

8 参加方法
募集期間  11月 5日 (水 )12:00～ 11月 19日 (水 )12:00

抽選で 500名 を招待

告知サイ ト エイズ予防情報ネット http://apl一 net.jfap.or.jp/
Yahoo! 」APAN       http://redribbon.yahoo oo.jp/
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